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は
半
減
さ
れ
た
。
各
参
与
が

支
所
長
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
本
年
12
月

末
に
参
与
の
任
期
切
れ
と
な

る
が
、
以
後
の
組
織
体
制
に

つ
い
て
市
長
の
所
見
を
伺

う
。

　
　
　
本
庁
と
支
所
と
の
連

携
を
強
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
対
応
に
つ
と
め
る
。
来
年

1
月
以
降
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
検
討
を
進
め
、

総
合
支
所
と
し
て
の
機
能
を

当
分
の
間
は
守
っ
て
い
く
。

市
長

　
　

合
併
後
3
年
間
で
、
基

金
は
大
幅
に
減
少
し
、
財
政

難
の
南
丹
市
と
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
公
共
工
事
の
減
少

や
進
捗
の
遅
れ
、
福
祉
施
策

の
削
減
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
等
々
、
市
民
に
負
担
と

迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
は
事

実
で
あ
る
。
市
長
自
ら
政
治

的
判
断
を
捨
て
、
住
民
の
た

め
に
、
一
層
の
国
と
の
連
携

強
化
が
必
要
と
考
え
る
が
市

長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　
国
や
府
と
の
連
携
や

協
力
に
対
す
る
要
請
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
機
会
で
行
っ
て
い

問市
長

る
。
こ
の
1
年
、
さ
ら
に
強

め
、
今
後
の
行
政
運
営
、
市

政
経
営
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
。

臨
時
交
付
金
の
有
効
的
活
用
を

　
　

国
よ
り
本
市
に
約

5
億
3
千
万
円
の
臨
時
交
付

金
が
交
付
さ
れ
た
。
基
金
の

積
み
立
て
や
21
年
度
事
業
の

前
倒
し
実
施
に
活
用
さ
れ
る

よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
内

5
千
5
百
万
円
は
20
年
度
当

初
予
算
事
業
に
充
当
さ
れ
て

い
る
。
公
共
事
業
発
注
の
減

少
に
も
伴
い
、
南
丹
市
建
設

業
協
会
の
会
員
数
は
3
年
間

問

で
61
社
も
減
少
し
て
い
る
。

緊
急
的
な
景
気
雇
用
対
策
を

目
的
と
す
る
こ
の
臨
時
交
付

金
を
当
初
予
算
事
業
に
充
当

せ
ず
、
有
効
活
用
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
長
の
所
見
を

伺
う
。

　
　
　
市
民
や
事
業
者
の
経

済
活
動
の
活
性
化
に
期
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
補
正
予

算
を
編
成
し
た
。
既
決
予
算

へ
の
充
当
は
想
定
さ
れ
て
い

た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

来
年
か
ら
の
総
合
支
所
の
運

営
体
制
は

　
　

19
年
7
月
、
支
所
職
員

市
長

問

支障木の撤去については、国・府にも要望を
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防災対策として
支障木の伐採を

国、府との連携強化により、
財政力の向上を

　
　

1
月
上
旬
の
大
雪
に

よ
り
、
美
山
地
域
で
は
大

き
な
被
害
が
発
生
し
た

が
、
被
害
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
行
政
主
導
で
道
路

等
の
支
障
木
の
撤
去
伐
採

が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
第
一
次
調
査
で

は
、
雪
折
れ
2
万
本
、
被

害
額
5
千
万
円
、
停
電

4
3
0
戸
、
断
水
1
0
3

戸
等
で
あ
る
。

　
支
障
木
の
撤
去
に
つ
い

て
は
、
立
木
所
有
者
の
理

解
や
関
電
、
N
T
T
等
と

の
連
携
が
課
題
で
あ
る
。

問市
長

国
・
府
に
も
要
望
を
お
こ

な
い
つ
つ
検
討
し
て
い
き

た
い
。

農
業
予
算
の
目
玉
は

　
　

国
や
府
に
お
い
て

は
、
食
糧
自
給
率
向
上
や

農
林
業
に
よ
る
雇
用
対
策

等
打
出
さ
れ
て
い
る
が
市

の
対
応
は
ど
う
か
。
ま
た
、

農
業
委
員
会
の
建
議
書
は

予
算
に
ど
う
生
か
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
飼
料
米
生
産
や
農

商
工
連
携
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

営
農
組
織
の
法
人
化
や
、

問市
長

有
機
農
業
の
推
進
に
よ

り
、
安
心
安
全
な
農
産
物

の
生
産
、
流
通
拡
大
に
つ

な
げ
た
い
。

職
員
の
追
加
採
用
は

　
　

平
成
20
年
度
の
退
職

者
は
17
名
で
あ
り
、
新
規

採
用
は
5
名
と
聞
い
て
い

る
。
し
か
し
、
2
名
辞
退

さ
れ
た
。
採
用
方
法
に
問

題
は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、

業
務
へ
の
影
響
を
考
え
れ

ば
追
加
採
用
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
採
用
方
法
に
問
題

が
あ
っ
た
と
は
考
え
て
い

問市
長

な
い
。
し
か
し
、
次
年
度

以
降
採
用
試
験
の
時
期
等

に
検
討
を
加
え
、
良
い
人

材
が
確
保
で
き
る
方
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

年
度
末
で
も
あ
り
、
追
加

募
集
は
考
え
て
い
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
ま
ね
か

な
い
よ
う
効
率
的
な
職
員

配
置
を
お
こ
な
っ
て
い

く
。

　

3
月
定
例
会
に
、
園
部
小
学

校
の
6
年
生
児
童
2
ク
ラ
ス
64

名
が
訪
れ
、
議
会
を
傍
聴
し
ま

し
た
。
当
日
は
各
議
員
の
一
般

質
問
の
日
程
で
、
身
近
な
質
問

も
出
さ
れ
、
議
員
と
市
長
の
問

答
を
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

都
市
再
生
機
能
が
乏

し
い
本
町
土
地
区
画
整
理

事
業
で
歴
史
的
な
風
情
が

消
え
た
。

　

総
合
支
所
は
形
骸
化
、

多
く
の
事
業
は
縮
小
・
放

置
、
周
辺
地
域
の
活
性
化

策
は
遅
延
し
、
通
院
に
利

用
す
る
八
木
駅
舎
も
、
未

改
修
で
放
置
さ
れ
て
い

る
。

　

全
額
国
費
の
助
成
事
業

の
活
用
も
少
な
く
、
少
子

化
対
策
の
両
立
支
援
も
拡

充
さ
れ
て
い
な
い
。

　

遅
れ
て
い
る
周
辺
地
域

問

の
整
備
、
一
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
、
市
域
の
活
性
化

策
な
ど
も
遅
れ
て
い
る
が

市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　
区
画
整
理
事
業
の

早
期
の
完
成
が
活
性
化
に

繋
が
る
。
厳
し
い
社
会
状

況
に
あ
る
が
全
力
を
尽
く

す
所
存
。

法
的
な
根
拠
を
示
せ
る

契
約
執
行
を

　
　

防
災
行
政
無
線
施
設

は
、
使
い
勝
手
を
理
由
に

特
定
メ
ー
カ
ー
仕
様
が
設

計
段
階
で
作
ら
れ
る
。（
9

項
目
を
指
摘
）

市
長

問

　

受
注
生
産
を
理
由
に
競

争
性
を
弱
め
る
も
の
で
は

な
い
と
説
明
し
て
い
る

が
、
メ
ー
カ
ー
間
で
は
こ

の
段
階
で
競
争
性
が
阻
害

さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
予
定
価
格
が
公
表
さ

れ
1
社
入
札
で
高
落
札

（
本
市
の
落
札
率
99
・
67
％
）

と
な
っ
た
。

　

競
争
性
を
働
か
せ
適
正

な
執
行
が
行
わ
れ
て
い
る

自
治
体
は
（
防
府
市
52
・

92
％
）

　

自
治
法
第
2
条
第
14
項

で
「
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
求
め
る
」
と

な
っ
て
い
る
。

　

契
約
が
適
正
に
行
わ
れ

た
の
か
、
指
名
競
争
入
札
、

一
般
競
争
入
札
を
随
所
で

選
択
し
て
い
る
が
、
自
治

法
上
の
適
用
条
項
を
問

う
。

　
　
　
市
長
の
責
務
で
、

最
大
の
効
果
を
最
小
の
経

費
で
実
施
で
き
た
と
認
識

し
て
い
る
。（
法
的
な
根
拠

に
つ
い
て
準
備
が
な
い
の
で

答
弁
は
で
き
な
い
）

市
長

具体策が見えない
佐々木施政

　
次
の
方
々
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

◇
教
育
委
員
会
委
員

　
　
武
田
　
義
史

　
　
　
　（
美
山
町
長
谷
）

◇
公
平
委
員
会
委
員

　
　
箱
田
　
博
治

　
　
　
　（
美
山
町
福
居
）

◇
固
定
資
産
評
価

　

審
査
委
員
会
委
員

　
　
上
段
源
一
郎

（
日
吉
町
田
原
）

　
　
吉
田
　
史
樹

　
　
　（
園
部
町
若
松
町
）

　
　
臼
井
　
八
郎

　
　
　（
八
木
町
池
ノ
内
）

　
　
上
田
　
武
司

（
美
山
町
静
原
）

小
学
生
が

議
会
を
傍
聴
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